
1. 開催日時　2026年6月27日(土) 13:00

2. 開催場所　東京医療保健大学五反田キャンパス（メイン会場）
                  東京医療保健大学国立病院機構キャンパス（ZOOMによる配信）
                  東京医療保健大学船橋キャンパス（ZOOMによる配信）
                  東京医療保健大学雄湊キャンパス（ZOOMによる配信）

  ※ハイブリッド（対面とZOOM併用）開催
3. 審議議案

(1) 2026年度役員選任案
(2) 2025年度事業報告書、決算案
(3) 2026年度事業計画書、予算案

(資料)
第1号議案 2026年度役員選任(案) 1ページ
第2号議案① 2025年度事業報告書(案) 2ページ
第2号議案② 2025年度後援会決算(案) 3ページ

監査報告書 4-5ページ
第3号議案① 2026年度事業計画書(案) 6ページ
第3号議案② 2026年度後援会予算(案) 7ページ

(参考資料)
東京医療保健大学後援会規約 8-9ページ

以 上

2026年6月27日
東京医療保健大学

東京医療保健大学後援会

2026年度後援会総会



2026年度 役員選任(案)

会⾧ 佐原 利明 東が丘看護学部
副会⾧ 兼 会計監査 中畑　幸枝 千葉看護学部
会計監査 野村　幸子 医療保健学部
理事 菅原　由美子 東が丘看護学部
理事 内野　善隆 和歌山看護学部
理事 井上　かおり 医療保健学部
理事 山内　正博 医療保健学部
理事 ⾧谷川　利津子 医療保健学部
理事 佐藤　織絵 東が丘看護学部
理事 土肥　育丸 立川看護学部
理事 呉本　真紀 千葉看護学部
理事 田中　裕香子 和歌山看護学部
理事 永井 思歩 医療保健学部
理事 青木 貴子 医療保健学部
理事 若林 康樹 和歌山看護学部
理事 田中 美智子 医療保健学部
理事 明　武志 医療保健学部
理事 中村　智也  医療保健学部
理事 小玉　伸夫 東が丘看護学部
理事（新任） 小川  啓 医療保健学部 
理事（新任） 市原 純哉 東が丘看護学部
理事（新任） 西本 加奈 医療保健学部 
理事（新任） 川上 暁子 東が丘看護学部
理事（新任） 川端 美奈子 千葉看護学部
理事（新任） 駒﨑 幸子　様 千葉看護学部
理事（新任） 小磯 孔一　様 千葉看護学部
理事（新任） 伊藤 未香子　様 医療保健学部 
理事（新任） 油谷 史子　様 和歌山看護学部

幹事 田村　聡明 理事⾧
幹事 坂本　すが
幹事 郡司　俊秋 副学⾧ 医療保健学部 医療保健学科⾧
幹事（新任）　　　　　　　　 岸　恵美子
幹事 ⾧田　恵子
幹事　 宮本　千津子
幹事　　　　　 野㞍　孝子
幹事（新任）　　　　　　　　 坂本　淳一
幹事　　　　　　　　 中田　太一 企画部⾧
幹事 武田　正秋 経理財務部⾧
幹事 青木　一恵 五反田事務部⾧
幹事（新任) 淺香　樹 世田谷事務部⾧
幹事 眞弓　彰久 東が丘事務部⾧
幹事（新任） 内田　智明 立川事務部⾧代行
幹事 瀬戸口 崇史 千葉事務部⾧
幹事 寺本　雅哉 和歌山事務部⾧
幹事 水野　義樹 学生支援センター⾧

退任　友澤　正幸
退任　池澤　啓介
退任　新井　永美
退任　入野　直子
退任　明松　朝子
退任　新谷　祥子

副学⾧ 和歌山看護学部⾧ 看護学科⾧
事務局⾧

後援会規約第6条、第7条により、2026年度後援会の役員として次の方々を選任します。

※1 任期は、2026年6月27日(総会開催日)から1年間です。
※2 任期満了となった場合でも、後任の方が決定するまでは、その職務を執行いただきます。
※3 理事各位の氏名は、五十音順、敬称略にて記載しています。

副学⾧ 医療保健学部⾧ 看護学科⾧

副学⾧ 東が丘看護学部⾧ 看護学科⾧
副学⾧ 立川看護学部⾧ 看護学科⾧
副学⾧ 千葉看護学部⾧ 看護学科⾧

第1号議案
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1 役員会の開催

2 総会の開催

3 各援助事業
１）福利厚生の援助 ・ 健康診断費年間11,499千円

・ 学生食堂運営費31,438千円
・ 卒業生向け行事費年間3,828千円
・ スクールバス運営費年間1,678千円
・ 福利厚生の支出計48,444千円に対し、25,000千円の援助

２）課外活動への援助 ・

３）就職活動への援助 ・

・ 上記年間費用3,950千円に対し、3,500千円の援助

４）施設・設備・教育 ・

　　の援助 ・ 教育研究用機器備品購入費用年間290,882千円
・ 図書購入費用年間16,841千円
・ 校舎設備費等年間26,754千円
・ 施設・設備・教育支出計334,477千円に対し、25,000千円の援助

５）その他、後援会の ・ 後援会総会開催・資料印刷・発送業務費用等2,355千円
　　目的を達成する　 ・ 記念行事積立金1,000千円
　　援助ために必要な事業

4 その他

本学は、年間多額の教育研究用機器備品、図書を購入し教育研究の充実に努めて
います。

6月28日、五反田キャンパスにて、2025年度後援会総会及び教育状況報告会を開
催しました。役員会にて、既決の議案について付議をし、原案通り可決承認いただきました。

クラブサークル活動費、外部コーチ指導料、大会参加費、試合・遠征費等、年間7,413千円
に対し、4,000千円援助。

2025年度東京医療保健大学後援会事業報告書(案）

事 業 名 事 業 内 容

2025年6月13日、オンラインにて開催。下記議案の総会への付議について、参加役員各位
よりご承認いただきました。
「2025年度役員選任案」
「2024年度事業報告、決算案」
「2025 年度事業計画、予算案」

個人面談やガイダンス、各種就職支援講座、先輩との交流、病院説明会、企業研究キャリア
講座等によりキャリアに関する自己意識の醸成を促すとともに、就職活動に関する適切な情報
提供を行いました。また、3年次生には就職活動に関する要点をまとめた「就職活動ノート」を
配布しました。さらに、4月に実施した新入生合同研修では、学報誌とのコラボでキャリアガイド
ブックを制作し配付した。

第2号議案①
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規約条項 条文概要 2025年度予算 2025年度決算

2,713人×20千円 54,260,000

普通預金利息 63,999

20,212,667 20,212,667

74,412,667 74,536,666

卒業生向け行事費

計 大学への寄附金支出 57,500,000 57,500,000

事務費 2,355,300

記念行事積立金 1,000,000

その他 予備費 1,000,000 0

60,700,000 60,855,300

13,712,667 13,681,366

74,412,667 74,536,666

翌年度繰越金

支出の部計

就職活動支援費

4条の4項 施設・設備・教育への援助 25,000,000 25,000,000

教育機器備品購入費

図書購入費

校舎設備費等

4条の5項
その他後援会の目的を達成
するために必要な事業

2,200,000 3,355,300

課外活動等への援助 4,000,000 4,000,000

クラブサークル活動費等

健康診断費補助

学生食堂運営費

スクールバス運営費

支
出
の
部

4条の1項 福利厚生の援助 25,000,000 25,000,000

4条の3項 就職活動への援助 3,500,000 3,500,000

支払計

4条の2項

2025年度後援会決算（案）

（2025年4月1日～2026年3月31日）

（単位:円）

内訳

収
入
の
部

10条 会費、利息 54,200,000 54,323,999

前年度繰越資金

収入の部計

第2号議案②
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1 役員会の開催

2 総会の開催

3 各援助事業
１）福利厚生の援助 ・

・

２）課外活動への援助 ・

・

３）就職活動への援助 ・

・

４）施設・設備・教育 ・
　　の援助

・

５）その他後援会の ・
　　目的を達成する　
　　援助

4 その他

本学は、年間教育研究用機器備品、図書購入、校舎設備費等に、億単位の資金を
支出。従来予算25,000千円に対して、5,000千円減額の20,000千円を援助。
後援会規約4条の5項により、後援会総会の資料印刷、発送等、後援会総会に
関わる費用として、1,200千円、また将来の本学記念行事として毎年1,000千円
を積立て予定。予算は2,200千円。

卒業等により6名の役員(理事)が退任されたとともに、9名の役員が新任され、佐原会⾧をは
じめ28名の理事が選任されました。また、会⾧・副会⾧・会計監査役が今年度も継続してい

 ただきますことをご内諾いただきました。

健康診断費用、学生食堂運営費、卒業生向け行事費用､キャンパス間を運行するスクール
バス運営費、等を援助。
後援会規約4条の2項により、学生の課外活動等への支出のうち4,000千円を援助

学友会クラブサークル活動費として部活動への援助、コーチレッスン費、　大会参加費、試合・
遠征費及び、大学生としてのマナーや生活リスクへの対処等が分かりやすく書かれた「新入生
へのメッセージ」費用を援助。
後援会規約4条の3項により、就職支援に係る支出のうち3,500千円を援助。

本学の就職支援は、例年通り学科特性に応じ、個人面接やガイダンス、各種就職
支援講座、先輩との交流、病院説明会、企業研究キャリア講座等を予定し、
キャリアに関する自己意識の醸成を促すと共に、3年次生に「就職活動ノート」
を配布し、早期化する就職活動に関する情報や、提出書類の書き方や筆記試験、小論文、
面接等採用選考の準備機会を提供していく。2026年度は、学生からの要望が大きいエント
リーシートの書き方指導や模擬面接についてサポートを強化する予定。

後援会規約4条の4項により、各キャンパスなどで、施設、備品を更新、改修する
ことにより、学生がより充実した学生生活が送れるように援助。

後援会規約4条の1項により、学生の福利厚生の支出のうち25,000千円を援助

・6月12日、オンラインにて開催予定。下記議案の総会への付議について、参加役員
　各位より　ご承認いただきました。
　「2026年度役員選任案」
　「2025年度事業報告、決算案」
　「2026年度事業計画、予算案」

・6月27日、五反田キャンパスにて、2026年度後援会総会及び教育状況報告会を開催
　予定です。
・今年度総会の付議事項(予定):
　「2026年度役員選任案」
　「2025年度事業報告、決算案」
　「2026年度事業計画、予算案」

2026年度東京医療保健大学後援会事業計画書(案）

事 業 名 事 業 内 容

第3号議案①
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規約条項 条文概要 2026年度予算

2,730人×20千円 54,600,000

13,681,366

68,281,366

計 大学への寄附金支出 52,500,000

事務費 1,200,000

記念行事積立金 1,000,000

その他 予備費 1,000,000

55,700,000

12,581,366

68,281,366

支払計

翌年度繰越金

支出の部計

校舎設備費等

4条の5項
その他後援会の目的を達成
するために必要な事業

2,200,000

4条の4項 施設・設備・教育への援助 20,000,000

教育機器備品購入費

図書購入費

4条の3項 就職活動への援助 3,500,000
就職活動支援費

支
出
の
部

4条の1項 福利厚生の援助 25,000,000

健康診断費補助

学生食堂運営費

卒業生向け行事費・記念品

スクールバス運営費

4条の2項 課外活動等への援助 4,000,000

クラブサークル活動費等

2026年度後援会予算（案）

（2026年4月1日～2027年3月31日）

（単位:円）

内訳

収
入
の
部

12条 会費 54,600,000

前年度繰越資金

収入の部計

第３号議案②
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東京医療保健大学後援会規約 

 

第 1 章 総則 

第１条  本会は、東京医療保健大学後援会と称する。 

第２条  本会は、東京医療保健大学の建学の精神並びに教育研究の趣旨に賛同し、その向

上に協力して、東京医療保健大学の発展に寄与することを目的とする。 

第３条  本会の事務所は、東京医療保健大学内に置く。 

 

第 2 章 事業 
第４条  本会は、第２条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

（１） 東京医療保健大学学生の福利厚生の援助 

（２） 東京医療保健大学学生の課外活動等への援助 

（３） 東京医療保健大学学生の就職活動への援助 

（４） 東京医療保健大学の施設・設備及び教育の援助 

（５） その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

 

第３章 会員 

第５条 本会は、次の会員をもって構成する。 

（１） 保護者会員 東京医療保健大学学生の保護者 

（２） 賛助会員 本会の趣旨に賛同し、総会で認められた者 

（３） 名誉会員 会の発展に寄与した者で、総会で認められた者 

 

第４章 役員及び職員 

第６条 本会に次の役員を置く。 

 （１） 会長 １名 

 （２） 副会長 若干名 

 （３） 理事 若干名 

 （４） 幹事 若干名 各学科教員代表および大学職員 

 （５） 会計監査 ２名 

 （６） 顧問 若干名 

 

第７条 役員の選出方法及び役員の職務は、次のとおりとする。 

（１） 会長は総会で選出する。会長は会務を総括し、会議の議長となる。 

（２） 副会長は、役員会が推薦し、会長が委嘱する。副会長は会長を補佐し、会長が

事故ある時は、その職務を代行する。 

（３） 理事は保護者会員の中から会長が選出し、総会の承認を得るものとする。 

（４） 幹事は、大学からの推薦により、総会で選出する。幹事は、役員会を構成する。 
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（５） 会計監査は総会で選出する。会計監査は本会の会計を監査する。 

（６） 顧問は役員会が推薦し、会長が委嘱する。 

 

第８条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。  

２ 役員は、任期満了となった場合でも、後任者が決定するまでは、その職務を執行す

るものとする。 

第９条 本会の事務を処理するため、書記・会計若干名を東京医療保健大学の職員の中か

ら理事長が委嘱する。 

 

第５章 会費及び会計 

第１０条 本会の運営は、会費、寄附金及びその他の収入をもって行う。 

第１１条 保護者会員は、会費年額２０,０００円を納入するものとする。 

第１２条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第６章 会議 

第１３条 本会は、年 1 回定期総会を開催し、会務を報告し、予算及び決算を審議する。 

第１４条 本会は、定期総会の他に、会長が必要と認めたときは、臨時総会及び役員会を 

開くことができる。 

第１５条 災害、感染症拡大等により定期総会が開催できない場合は、役員会の議決を総会の議決に

代えることができる。この場合、役員会での議決内容を会員に報告する。 

第１６条 会議の議決は、出席者の過半数による。可否同数の時は議長がこれを決定する。 

第１７条 本会の規約の改廃は、総会出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。 

 

附 則 
 

本規約は２００５年４月１日より実施する。 

本規約は２００６年２月１５日より実施する。 

本規約は２００８年６月２４日より実施する。 

本規約は２０１０年６月２９日より実施する。 

本規約は２０１８年７月７日より実施する。 

本規約は２０２２年６月２５日より実施する。 
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